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「1年を振り返って」
校長 大谷 裕紀

この 1 年の世界情勢は、中国に端を発したコロナウイルスの世界的な感染
の広がりで、わが国だけでなく、世界中の政治・経済に大きく影響を与え、
感染の恐怖との戦いでした。感染の終息は見られませんので、先行き不透明
な現状が続きます。そんな中で、努力すれば成果が得られるというかつての
高度成長期とは違った社会状況も見られます。それだけに、教育においては、
これまで以上に社会の変化に主体的にかかわって困難を乗り切る力の育成が
強く求められると思います。
社会全体が成長期にあった学校現場では、「頑張ればよい結果が得られる。

結果が出ないのは、努力が足りない」という掛け声により、それなりの成果
も見られ、「ガンバレ」の動機づけが社会全体の了承事項であったような気
がします。しかし、思うような経済成長や課題解決が容易でない今日の状況
は、頑張ればできるというような単純な価値観だけでは解決できない課題と
いうのが見えてきます。また、昨今、努力が報われにくいという判断から、
確実に成果が得られることにしか取り組まない現実もあります。励ませば励
ますほど、失敗を避け、現実を直視することなく自分を守る姿勢が見え隠れ
します。それは同時に、「ほめて励ませば育つ」という評価の転換を迫るも
のと言えるでしょう。
このような混沌とした社会において、子供たちの生きる力を育むためには、

自らの役割と責任、自分には現実を変える力があることに気づくこと。そし
て、自らの言動に責任が伴うことを実感することが大切なのかなと思います。
そこで、励まされることによってのみ行動するのではなく、自分の学びを生
かすことで「果たすべき役割」に気づき、自ら判断し、実行に移すことが求
められます。本校の、学校教育目標「自立 貢献」が、これから大人へと向
かう子供たちのバックボーンになればいいと思います。
今年度、後半から、暗唱に取り組んでいます。詩、短歌、十二支、百人一

首、昔の月の呼び方、いろはかるた、故事成語、春の七草、二十四節季、論
語、俳句です。2 月から、ステップ 3 に入りました。低学年の児童には、少
し難しいかなと思いました。と言うのは、その中には論語があります。

故きを温ねて 新しきを知る
学びて時に之を習う、亦た喜ばしからずや
朋の遠方より来るあり、亦た楽しからずや
子曰く、「己の欲せざる所は、人に施す事勿れ」
子曰く、「過ちて改めざる、これを過ちと謂う」
子曰く、「学びて思わざれば、則ち罔し

思いて学ばざれば則ち殆し」

各ステップ、5 つの課題があり、そのうちの 2 つをランダムに聞かれ、す
らすら暗唱できれば合格になります。（来年は、ひと月に１つにします。）す
でに 1 年生のステップ 3 の合格者が 10 人を越えました。難しいと思った論
語をすらすら暗唱します。難しいだろうと思う大人の価値観を見事崩し、目
からうろこです。なにより、今できる可能性を危うく閉じるところでした。
聞くと、1 日 90回練習した子もいました。また、お父さんにスマホで論語の
意味を聞きながら練習した子もいました。コツコツと時間をかけて努力する
時間は尊いと思います。そして、今やることに将来意味があるのだと思いま
す。そういう努力をした子が、報われる世の中であってほしいし、そういう
社会であってほしいと切に願いします。
（子供たちが暗唱しているものが、誌面左下の QR コードから見ることができます。）

３ 月 の 主 な 行 事 予 定
１ 月 朝読書 くまなび（最終）
２ 火 代表委員会
３ 水 元気タイム

４ 木 フッ化物洗口

第２回学校体育施設開放会議 １８：：００
５ 金 朝清掃 送別サッカー大会 ６年６時間

６ 土

７ 日

８ 月 朝読書
９ 火 登校指導 安全の日

リザーブ給食（６年）
10 水 元気タイム
11 木

12 金 学年の時間 通学班編成 一斉下校
13 土

14 日
15 月 朝読書

16 火 玉井中卒業式

17 水 元気タイム 玉井中出前授業6年

18 木 卒業式予行（１２３校時）

19 金 学年の時間
20 土 春分の日

21 日

22 月 朝読書
23 火 給食最終日 ６年修了式（アシスト等配付）

通常日課1年～4年４時間 下校13：45
（５，６年５時間 下校15：00）

24 水 卒業式・受付8:30 ６年登校
１～５年臨時休業日

25 木 ６年臨時休業日 ３時間 11:30下校
26 金 ６年臨時休業日

１～５年修了式（アシスト等配付）

３時間 11:30下校
27 土
28 日

29 月 学年末休業日
30 火 〃

31 水 〃

４月の主な行事予定

１日(木) 春季休業日(～７日）
６日(火) 新６年登校日8:40 入学式準備
８日(木) 入学式9:00開始 始業式12:50登校
９日(金) 普通日課5時間授業

給食開始2～6年 一斉下校
16日(金) １年生給食開始

授業参観・懇談会 PTA総会
23日(金） 離任式 委員会
＊予 定 ですので、変更になることがあります。

お 知 ら せ （３つ）
１、２人の快挙！！
①児童生徒美術中央
展において 6 年 3
組小板橋柚帆さん
の作品が『埼玉県
議会議長賞』に選
ばれました。県内
高学年の中で最高
の賞となります。

作品名：【フラワーノート】
②埼玉県書きぞめ中央展において 3年 1組の
森田夢叶さんの作品が『優良賞』に選ばれました。
二人とも名誉ある受賞です。おめでとうございま
した。

２、玉井小暗唱チャレンジの内容
こちらから確認することができます。

３、お詫び
学校だより 2月号でお知らせした、

節分の日が今年は 2/3 ではなく公転周期の影響で
124 年ぶりに 2/2 となっていましたので訂正させて
いただきます。 申し訳ありませんでした。

玉 の 井

たてわり活動を通して
特別活動主任 高橋 由香里

先日、「６年生ありがとうの会」がありました。この会はたてわり活動のまとめ
として行われています。今回は、たてわり活動について少しですが紹介します。
たてわり活動は特別活動の一つで、主に１年生から６年生が一緒になって活動す

る学習です。朝の時間に設けられていて、長なわをしたり遊んだり花植えをしたり
しています。１年間を振り返ってみると、子供たちが変容していく様子に気付きま
す。６年生の子供たちは回を重ねるごとに話す速さや内容など下級生に合わせてわ
かりやすく工夫できるようになりました。異年齢の子供たちが交流することにより、
高学年の児童はリーダーとしての自覚をもち、下
級生の子供たちは優しい上級生のお兄さん、お姉
さんに親しみをもったり憧れをもったりするよう
になるのだと思います。
来年度もたてわり活動のよさを活かしつつ、子

供たちの心を育む一助としたいです。




